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陸棲藍藻は、酸素発生型の光合成を行う原核生物で、乾燥耐性、光合成能、窒素固定能を備える。陸棲藍藻 Nostoc sp. 
HK-01は、とりわけ高い乾燥耐性や食資源としての有用性に加え、乾燥状態で、真空、紫外線、γ線、重粒子線、低温およ
び高温に対して高い耐性を備えていることから、「たんぽぽ計画」の第2サブテーマ：微生物の圏外生存実験の材料として
選定された。これまでの地上実験結果と現状を報告する。
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たんぽぽ曝露実験実施まで

第一案は穴に藍藻をつめる⇒穴から乾燥藍藻が落ちることで却下⇒高紫外線耐性から窓
側・と内側の曝露試料をアルミホイル上に載せて搭載するに至った

光合成微生物の藍藻はかつて地球の大気の酸
化に大きく貢献したと考えられ、火星等圏外
環境で多様に利用できる生種物として注目さ
れている。藍藻は水棲と陸棲が存在するが、
水棲藍藻は多量の水を要すことや乾燥して運
搬することに不向きであることから、我々は
特に陸棲藍藻に注目して各種宇宙環境耐性や
圏外環境における利用法等を検討してきた。
地上研究における各種耐性の結果から、たん
ぽぽ計画における生物材料として採択された。

曝露実験までの経緯
たんぽぽ計画における材料として採択される
までに、数多くの地上実験が行われた。耐性
実験の結果を得るための実験方法も重要な検
討要素のひとつである。我々が提案してきた
陸棲藍藻Nostoc sp. HK-01の生活環の詳細な
検討がなされた（Kimura et al., 2016）。本
株は、休眠細胞のほか、ネンジュ形態を示す
細胞、窒素固定に特化した細胞、運動性の細
胞を備える。乾燥状態の後に生存する細胞の
ほとんどが、休眠細胞であることから、各種
過酷環境曝露後の発芽や増殖能を調べること
に適している。そこでたんぽぽ計画の曝露実
験に最適な乾燥藻塊と曝露後、生存を確認す
るための条件を整えることから始めた。その
後、試料の曝露方法と帰還後の検証の仕方を
検討してきた。

地球上の始原的光合成生物と言われる藍藻が
宇宙空間でどれだけ生存できるかを検証する
ことにより、他の惑星から飛来した可能性お
よび月面や火星などにおける実用の可能性を
探る。はじめての光合成生物である陸棲藍藻
の宇宙環境曝露実験である。

藍藻を材料とする実験の意義

曝露ホルダー決定までの経緯

陸棲藍藻 Nostoc sp. HK-01 

(Kimura et al., 投稿中)
(Inoue et al.,2016)

高い耐性が認められた
んぽぽ生存実験試料と
して採択された。重粒
子線や熱耐性はその後
も高い耐性が地上実験
で認められている。

現在解析を進めている

(Tomita-Yokotani, Inoue et al.,投稿準備中)

曝露試料は、16等分に裁断された後、各担当者
により解析が進められる。（担当項目：生存・光合
成・ＤＮＡ損傷・遺伝子（タンパク質）発現変化・アミノ
酸分析）
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